
沖縄県国頭村奥方言の動詞形態論の概要
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１ 奥方言の動詞

奥方言の動詞は、語彙的な意味として、人やものの動作、変化、状態、存在等を表し、

アスペクト、ヴォイス、もくろみ、みとめかた、ムード、テンス等の文法的なカテゴリー

をもっている。連語論的には、連用的な形式によってかざられ、連体修飾語として名詞を

かざる。構文論的には、主として述語として機能する。そのような語彙的な特徴と文法的

な特徴によってほかの品詞から区別される。

形態論的なカテゴリーは、それを構成する形態論的な形をパラディグマティックな体系

に統合する一般化された意味・特徴である。奥方言の動詞のもつテンス、アスペクト、ム

ード、みとめかた等の個々の形態論的なカテゴリーは、語尾のとりかえ、派生（文法的な

接尾辞）、補助的な単語との文法的なくみあわせによって表されるものがある。動詞の文法

的な形は、せまい意味での活用形と派生動詞との二つの軸によって整理することができる。

せまい意味での活用形は、語尾のとりかえ、助辞の膠着によって表されるが、一部に形式

名詞とのくみあわせによるものがある。語幹と語尾の境界は-で示し、単語形式に助辞が膠

着する境界は＝で示す。特定の活用形と補助的な単語のくみあわせは、間にスペースを設

ける。

奥方言の動詞は、構文論的な機能を表しわける文法的な形として「終止形」「連体形」「連

用形」「条件形」の形式がある。終止形は、いいおわりの位置に現れて述語としてはたらく

文法的な形式である。

奥方言の終止形は、アスペクト、テンス、ムードの体系をなし、個々の形式は、それぞ

れに固有のアスペクト、テンス、ムードの意味を表現する形式である。連体形はムードの

カテゴリーを欠く。条件形は、従属文の述語の位置に表れて、主文にさしだされる出来事

の様々な条件づけられ性を明らかにする形式である。連用形は、二つの動作の間の時間的

な関係を二つの述語によって表すとき、まえの述語の形式である3。

琉球大学・島嶼地域科学研究所。
2 琉球大学・島嶼地域科学研究所
3 本報告のデータは、国頭村奥集落出身で奥在住の話者 2 名、N・S（S9 年生、F）、M・

M（S4 年生、F）、H・T（S9 年生、F）、M・H（S8 年生、F）、M・S（S9 年生、F）、

への面接調査によるものである。
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２ アスペクト

奥方言のアスペクトは、完成相と継続相の対立を基本としている。  

完成相非過去形

非過去形は、未来のひとまとまりの動作を表す。 
asa N umi Nkai ik-u-N．

明日も 海へ 行く。

aNmaː ja asaː toːkjoː Nkai kwaː ni it-teː-ga ik-u-N doː．
母が 明日 東京に 子に 会いに 行くよ。

ak’ira t’u waN t’u t’ai ʃi ik’-u-N doː.
アキラと 私と 二人で 行くよ。

suː ja uNmeː ga jaː Nkai hu-i-N．

今日は おじいさんが 家に 来る。

存在動詞の非過去形は、現在の状態を表す。  
aN jama neːti jamaʃi nu u-i-N doː．
あの 山に イノシシが 居るよ。

pʼida neː gama nu a-ti iri neː ja paka nu a-i-N．

東には 洞窟が あって 西には お墓が ある。

非過去形は、時間的な局所限定のない反復的な動作や習慣、特性も表す。  
taroː ja meːnitʃi gakkoː nu meː neː uriː-N．

太郎は 毎日 学校の 前で 降りる。  
itʃi N iru ja suːtaː ga hoːr-u-N．

いつも 魚は お父さんが 買う。  
utʃinaː nu tʼu ja nabeːraː kam-u-N．

沖縄の 人は ヘチマを 食べる。  
taroː ja eigo nu hoN jumibuːs-u-N．

太郎は 英語の 本が 読める。  

完成相第一過去形

guNda mi-tʃi uduru-tʼa-N．

クジラを 見て、 おどろいた。

hudu ja pʼaː-ti atabita nu hitaːN ʃi-da-N．

去年は ひでりで カエルが たくさん 死んだ。 
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hameː， ami nu puipadʒimi-ta-N．

あ、雨が 降り始めた。

mukaʃi ja hikatu hiN hu-da-N．

昔は よく 舟を 漕いだ。

完成相過去形

第二中止形と同音形式の過去形があり、完成相過去を表わす。  
muka ʃiː iNdanabaː eː-ti．
糠で 苦菜を 和えた。

gadami ni kuːr-at-tʃi
蚊に 食われた。

pʻeː nu tʃija neː tuma-ti．
ハエが 顔に とまった。

uttʃiː hara hadʒi tsuːku na-ti jaː．
一昨日から 風が 強く なったなあ。

完成相第二過去形

hubagasa hat-tʃi saba kum-u-tʼa-N．

くば笠を かぶって ぞうりを はいていた。

tahu nu takkwa-ti jam-u-ta-N．

タコが くっついて 痛かった。

jagati tʃawaN  utus-u-ta-N．

あやうく 茶碗を 落とすところだった。

mukaʃi ja uguma kam-u-ta-N doː．
以前は ゴマを 食べたよ。

継続相

奥方言の継続相を表す形式には、主として主体変化動詞の表す主体の変化結果の継続を

表す形式と、主体動作動詞の表す動作の継続を表す形式の二つがある。  
前者は、中止形に uN（居る）が文法化して組み合わさった融合した形式（nudi＋uN＞

nudoːN）である。後者は、中止形に akkuN（歩く）が文法化して組み合わさった融合し

た形式（nudi＋akkuN＞nudaːkuN）である。前者を第一継続相、後者を第二継続相と名

づける。  

第一継続相

主体変化動詞が第一継続相の形をとって述語になるとき、主体の変化結果が継続してい
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ることを表す。  
mitʃi neː atabita nu ʃi-doː-N．

道路で カエルが 死んでいる。

taroː ja hudu hara toːkjoː Nkai i-doː-N doː．
太郎は 去年から 東京に 行っているよ。

hanako a kinuː hara jaNmeː ʃiː nit-toː-N．

花子は 昨日から 病気で 寝ている。

duː nu tʃiritiN it-toː-N．

尾が切れても、生きている。

aʃʃi ja iNdʒij-aN gutu ʃi hakugu ʃiː mut-toː-ta-N．

松明を 濡らさない ように 大事に 持っていた。

状態

人や物が数多く存在することを表す状態動詞 guNdoːN は、第一継続相の形式しか有しな

い動詞である。  
isuku guN-doːN
いとこが たくさんいる。

ʔnaNma ja munu nu guN-doː-N．

今は ものが たくさんある。

taroː ja miː nu suːtaː neː dʒikoː ni-toː-N．

太郎は 眼が 父に よく 似ている。

huN muʃi ja gata neː ni-toː-N．

この 虫は バッタに 似ている。

第二継続相

主体動作動詞、主体動作客体変化動詞が第二継続相の形をとって述語になるとき、主体

の動作継続を表す。  
tiN hara suːsadʒi nu tu-daː-k-u-N．

空を 白鷺が 飛んでいる。

tʃiNnanʃeː nu joːNnaː uN-taː-k-u-N．

カタツムリが ゆっくり 動いている。

juː nu pu-taː-kʼ-u-N doː．
湯が 沸いているよ。

pʻeː hara nama hibuʃi nu idʒi-taː-k-u-N．

灰から まだ 煙が 出ている。

hama ʃiː juː puka-taː-k-u-N．

釜で 湯を 沸かしている。
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ami nu p’iː ja saburoː ja jaː neː maNga beN du ju-daː-k-ur-u．
雨の 日は 三郎は 家で 漫画ばかり 読んでいる。

papp’aː a nibaNdza neː terebi miː-ta-k-u-N doː．
祖母は 二番座で テレビを 見ているよ。

saːruːgeː nu daNdaN ka-daː-k-u-N．

カマキリが セミを 食べている。

次の例は、再帰動詞が述語になっている。最初の例は、第一継続相が述語に現れ、主体

が身に着けた状態（変化結果の継続）であることを表している。二つ目の例は、第二継続

相が述語に現れ、主体が衣装類を自らに身に着ける行為を行っている最中であることを表

している。  
aN kwaː ja aʃida du ku-doː-r-u．
あの 子は 下駄を 履いている。

tʃiNtu ɁnaNma tabi du ku-daː-k-u-r-u
ちょうど 今、足袋を 履いている。

結果相

dʒiroː ja habi ʃiː koinobori hiku-teː-N．

次郎は 紙で 鯉のぼりを 作ってある。  
uNmeː ga tʃiburu neː sadʒi kut-teː-N．

祖父が 頭に タオルを しばっている。  
uimi nu posutaː ja koːmiNkwaN nu paʃiː neː pa-teː-ta-N doː．
祭りの ポスターは 公民館の 戸に 貼ってあったよ。  
usaː iNnukwaː nu kwaː na-teː-N．

うちの 犬が 子供を 産んである。  

終結相

無情物の不存在を表す動詞 neː-N も有情物の存在を表す ui-N が継続相のアスペクト形

式を作る語彙的資源になり、無情物の存在を表す ai-N が結果相のアスペクト形式をつく

る語彙的資源になるのと同じく、neː-N は、終了限界まで達した動作や変化を表す終結相

のアスペクト形式を作る語彙的資源になる。話者たちは、この終結相を「～してしまった」

と訳することが多いが、この形式には過去形があるので、「～してしまっている」のよう

に非過去形に訳するのがよい。

taru neN hikaN gutoː N hitʃi-ti neː-N．

誰にも 聞かないで、捨てて しまっている。

uttu ja aNmeː neː purimuN tʃi itʃi neː-N．

弟は 兄に 「ばか」と 言って しまっている。
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atʃiha-nu jaː nu maːuta N ʃi-dʒi neː-N．

暑くて、 家の ネコも 死んで しまっている。

bappʼeː-ʃiː hi-ti neː-N．

間違えて、蹴って しまっている。

３ 授受表現

現在、確認できている奥方言の授受動詞は、tʻaːsuN と huːiN の 2 系列である。tʻaːsuN
は、主語から相手対象の補語に向かう所有権の移動を表す。人称の制限がなく、「やる・あ

げる」と「くれる」を表す。tʻaːsuN には tʻurasuN の語形もあらわれる。tʻaːsuN は tʻurasuN
の音韻変化した語形で、tʻurasuN は、沖縄本島中南部方言の語形と同形である。huːiN は

「乞う」に対応し、「もらう」の意味を表す。補語の相手対象から主語に向かう所有権の移

動を表す。二項対立の変種である標準語の授受動詞と異なり、ある意味で完全な二項対立

である。  
pʼappʼaː ja waN neː dʒiN tʼaː-tʼa-N． 
おばあさんは 私に お金を くれた。  
waN ja miːkkʼwa neː dʒiN tʼaː-tʼa-N． 
私は 姪に お金を あげた。

tʃideːkuni hitaːN huː-ti mina ʃi wahi-ta-N．

ニンジンを たくさん もらって みんなで 分けた。

huː-ha-ru gani ja taru N huː-ra-N．

小さい カニは 誰も もらわない。

tʻaːsuN は授受表現を表す述語をつくる補助動詞になる。huːiN は授受動詞としての使

用は可能だが、授受表現をつくることはできない。授受表現は、主語から補語の相手対象

に行為の向かうタイプだけの単項型である。なお、相手対象の補語から主語に向かう行為

を表すときは、使役動詞を述語にした文が用いられる。このとき利益性・不利益性につい

ては中立である。  
taroː ja uttu neː kwaːʃi wahi-ti ta-ːta-N．

太郎は 弟に 菓子を 分けて やった。

kadzuko muN tu junu kutsu hanako neː N hoː-ti taːh-a．
和子の ものと 同じ 靴を 花子にも 買って やろう。

ura hara satʃi ni uri-ti taːʃi ja．
君が さきに 降りて くれ。

uttu ni N niseNeN tʻaː-tʃi tʻur-aʃi．
弟にも 2000 円を やって くれ。／あげてやれ。
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hanako ja aNmaː neːti munu kam-ah-at-ta-N．

花子は 母に ご飯を 食べさせられた。食べさせてもらったの訳  

４ 可能動詞

taroː ja eigo nu hoN jum-i-buːs-u-N．

太郎は 英語の 本が 読める。  
hanako ja mukaʃi hara saNʃiN pik-i-bu-su-N．

花子は 昔から 三線が 弾ける。  
huri usaː k’waːʃi dat’u, ura ja kam-ar-aN doː.
それは 私たちの お菓子だから、お前は 食べられないよ。  

５ ムード

奥方言の動詞の終止形は、文のいい終わりの述語としてはたらいて、文の表すモーダル

な意味を表現するセンターとなる。認識的ムードと関わる形式と意志的ムードと関わる形

式がある。意志的ムードはさそいかけ法と命令法がある。  

５．１ 認識的ムード

認識的ムードには、叙述法、質問法がある。叙述法には断定と推量がある。断定と推量

は、テンスのカテゴリーにしたがって非過去形と過去形の対立がある。断定を表す形式は、

非強調形と強調形がある。  
非強調形の非過去形

haːriː ja uNgaNsaː nu hiN hug-u-N．

ハーリーでは 男たちが 舟を 漕ぐ。

uttu ja num-iwa tadeːma uir-u-N．

弟は 飲むと、すぐに 酔う。

isa nu t’aː-t’a-ru kusui num-i-ba noːr-u-N doː．
医者の くれた 薬を 飲めば 治るよ。

toːpu ja toːpumami ʃiː hiku-i-N doː． 
豆腐は 大豆で 作るんだよ。  

強調形の非過去形

強調形は、文中に焦点化助辞 du をふくむ文の述語として使用される。  
uːuma ru tʼuː hiː-ru．
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オス馬が 人を 蹴るのだ。

saki ja suidoː nu midʒi ʃiː ru hiku-i-ru．
酒は 水道の 水で 作るんだ。

ami nu p’iː ja saburoː ja  jaː neː naNga beN du ju-daː-k-u-ru．
雨の 日は 三郎は 家で 漫画ばかり 読んでいる。

pari-toː-ru p’iː ja saburoː ja umiː dʒi iru beN du kwaːs-u-ru．
晴れた 日は 三郎は 海で 魚ばかりを 釣る。

次の例に見るように焦点化助詞 du が文中にあっても文末の述語に強調形のあらわれな

い場合が多い。  
basu ja p’iː ni mineː du a-i-N doː．
バスは 一日に 三回 ある。

aN k’waːʃi ja natt’aː ga du iNsagi-t’i naː.
あの 菓子は あなたがたが 召し上がったの？

aʃiː deːhutu naNma dʒibuN aNtʼu ja tʃaː du nu-daː-k-u-ru padʒi．
お昼だから今頃あの人はお茶を飲んでいるだろう。

ipidu nu-doː-si-ga ui-toː-N．

少ししか 飲んでいないのに、酔っている。

非強調の過去形

第一過去形

uNmeː ja hitumiti hara jama Nkai mimigui tu-i-ga i-da-N．

祖父は 朝から 山に キノコを 取りに 行った。

maːuta nu puha hara jaː N utʃi Nkai ittʃit-t’a-N doː．
猫が 外から 家の 中に 入ってきたよ。

ʃinugu nu baː ja papp’aː gaːdeN udu-ta-N．

シヌグの ときは 祖母まで 踊った。

naNma taːna tʃaku nu u-i-ta-N．

さっきまで 客が いた。

強調の過去形

文中にとりたて助辞 du の接続する成分と呼応して現れる。終止形は、非強調形の過去

形の語末の N を ru に替えて作る。  
miNna dzabutoNneːru bi-ta-ru．
みんな ざぶとんに 座った。

mukaʃija basagiNdu kʼi-ta-ru．

─ 85─

沖縄県国頭村奥方言の動詞形態論の概要



 

- 86 - 

 

昔は 芭蕉布を 着た。 
 
推量形 

80) hoːrimuN suru baː saihu utu-ta-ru padʒi． 
買い物 する とき、財布を 落としたみたいだ。 

81) aN tʼu=nu saba=nu aihutu tʼoː-ru padʒi．  
あの 人の草履が あるから、来ているだろう。 

82) pʻani=nu tʃiraba-toː-hutu nuːgara=neː ʃij-a-ta-ru padʒi． 
羽が 散らばっているから、何かに やられただろう。 

83) aʃiː deːhutu naNma dʒibuN aNtʼu=ja tʃaː=du nu-daː-k-u-ru padʒi．  
お昼 だから 今頃 あの人は お茶を 飲んでいるだろう。 

 

質問法 

奥方言の質問法には、肯否質問文の述語になる専用形式と疑問詞を含む疑問詞質問文の

述語になる専用形式とがある。これは他の沖縄語諸方言と同じである。 
肯否質問の非過去形 

肯否質問の非過去形は、叙述法過去形の語末に終助詞 na を後接させてつくる。 
84) dʒiroː， huN nimutʃi basutei=gaːdeː hatami-ti idʒi tur-ah-a-N=naː． 

次郎、この 荷物を バス停まで  かついで いって くれないか。 
85) ura=ja nabeːra kam-u-N=naː？ 

君は へちまを食べるの？ 
86) aN  k’waːʃi=ja   naː=ga=du  iNsagi-t’ i=naː. 

あの 菓子は あなたが 召し上がったの？ 
87) hitumitimuN=ja ka-dʒit-tʃi=naː？ 

朝食は 食べてきたか？ 
88) munu=ja ka-dʒit-tʃi=naː． 

飯は 食ってきたか？ 
 

疑問詞質問の非過去形 

疑問詞質問文の述語には、非強調形の非過去形の語末の N を ga に取り換えた形が使用

される。 
89) nagu=hara naha=Ntaːna basutʃiN=ja iʃitaː su-N=ga． 

名護から 那覇まで バス賃は いくら するか？ 
90) taroː=ja itʃi toːkjoː=hara keː-ti hui-N=ga． 

太郎は いつ 東京から 帰って くるの？  
91) nuː hoːr-i=ga ik-u-N=ga 
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何を 買いに 行くの？ 
92) ikutʃi hoːr-u-N=ga 

いくつ 買うの？ 
 

疑問詞質問の過去形 

疑問詞質問文の述語には、第二中止形の語末の母音を伸ばした形式が現れる。非強調形

の過去形の語末の N を ga に取り換えた形も使用される。 
93) huri=ja daː=hara hoː-tiː． 

それは どこで 買ったの？ 
94) huri=ja daː matʃija=hara hoː-tiː． 

それは どの 店で 買ったの？ 
95) nattaja itʃi moː-tʃi． 

あなたたちは いつ 来たの？ 
 
希求法 

話し手自身の欲求、欲望、意欲を表す形式として希求法の形がある。希求文の述語にな

る形式は、numibusaː-N（飲みたい）のような、動詞の語基に busaː-N のついた形式があ

る。しかし、busaː-N をつけた述語は、形容詞と同じ活用の型を示し、文法的な派生形容

詞だとかんがえられる。この形式を動詞のムードの体系のどこにどう位置づけるかについ

ては検討したい。 
96) waN=ja irabutʃaː=nu namaʃi=du kam-i-bu-saː-N． 

俺は イラブチャーの 刺身が 食いたい。 
 
意志的ムード 

意志的ムードには命令法と勧誘法がある。 
命令法 

命令法文の述語の命令形は、二人称に対して動作の実現をもとめてはたらきかけるとき

に使用する形である。 
97) juru mitʃi akkuru baː=ja pabu=neː kiː hikir-i=joː． 

夜 道を 歩く ときは ハブに 気を つけろよ。 
98) juhur-aN=gutu ʃigutu ʃir-i． 

休んでないで 仕事を しろ。 
99) ura=N guNda mi-tʃi huː． 

お前も クジラを 見て こい。 
100) aN midʒi=ja num-u-na．numiba-ja huN midʒi num-i．  

あの 水は 飲むな。飲むなら この 水を 飲め。 
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禁止法

禁止形は、旧連体形に na をつけてつくる。強変化 r 語幹動詞は runa が Nna に変化し

た語形が現れる。  
abuna-ha-tu mitʃi nu suba hara ja akk-u-na．  
危ないから 道の 側は 歩くな。  
iNkari jas-saː-hutu hatadiː ʃi ja mut-u-na．
こぼれやすいから、片手では 持つな。

ukahaː-hutu warabiː ja hu-i-N-na．
危ないから、 子どもは 来るな。

pʻiNgi-toː-ru maːuta Nkai kamimuN kuraːs-u-na．
野良猫に 食べ物を 食わすな。

勧誘法

勧誘形は、動作の実現をもとめて、二人称に対して一緒に動作をするようはたらきかけ

るときに使用する形である。  
kamimuN mut-tʃi umi Nkai ik-aː．
食べ物を 持って、海へ 行こう。

nimutʃi puka Nkai ida-tʃi jaː nu utʃi hatadʒik-i ja．
荷物を 外に 出して、家の 中を 片づけよう。

dʒikaN nu a-i-hutu godʒi gaːdeː terebi mij-a jaː．
時間が あるから 五時まで テレビを 見ようね。

aN jaNkwaː Ntaːnaː paibeːkuː ʃij-aː jaː．
あの 小屋まで 駆けっこ しようよ。

疑い形

naːtaN pʼiːku nai-kaː．
もっと 寒くなるかなあ。

itʃi ga doːhitʃi ʃiː-bus-u-ru gutu nai-ka jaː．
いつ 料理が できる ように なるかなあ。

nuː hoːr-u-N ga jaː．
何を 買おうかな。

waː kutsu ja daː neː a-i-N ga ja．
おれの 靴は どこに あるかなあ。
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６ 連体形

非過去形

kaːmi nu hu-i-ru pʻama ja huma dakaː．
ウミガメが 来る 浜は ここか？

ami nu pu-i-ru p’iː ja saburoː ja maNga beN du ju-daː-k-u-ru． 
雨の 降る 日は 三郎は 漫画ばかり 読んでいる。  

過去形

ʔisa nu t’aː-t’a-ru kusui num-i-ba noːr-u-N doː．
医者の くれた 薬を 飲めば 治るよ。

k inuː  ʔura ga naraː-t a-ru  ʔaN  hoN,  naː ju-da-N doː. 
昨日 あなたが 教えた あの 本、 もう 読んだよ。  
hanako na-ta-ru baː ja isoː-haː-ta-N．

花子を 生んだ ときは うれしかった。

waː ga kʼwaː-tʃa-ru iru ja dʒiru ga．
私が 釣った 魚は どれ？

pari-toː-ru p’iː ja saburoː ja ʔumiː dʒi ʔiru beN du kwaː-s-u-ru．
晴れた 日は 三郎は 海で 魚ばかりを 釣る。

pʻiNgi-toː-ru maːuta Nkai kamimuN kuraːs-u-na．
野良猫に 食べ物を やってはいけない。

hitaku ni-toː-ru ujakkʼwa ja-N doː．
よく 似た 親子だよ。

７ 中止形

中止形は、並列複文やふたまた述語文等の述語動詞といいおわり文の述語動詞の表す二

つの動作や変化等の先行・後続、同時等の時間的な関係を表す形式である。奥方言には先

行後続も同時もあらわすことのできる第二中止形と、同時を表す同時形、いい終わりの述

語動詞の実現する時間の範囲を表す到達形がある。  
先行後続  

seNseː ga paʃiː kʼuː-ti satʃi ni keː-taN．

先生が 戸を 閉じて、さきに 帰った。

purumuNradʒio ja hitʃi-ti miːmuN hoː-tit-tʼa-N．

古い ラジオを 捨てて、新しいのを 買って きた。

kusui nu-dʒi peːku nibur-iː．／nibu-i-ba．
薬を 飲んで、早く 寝ろ。
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basu urit-i at-tʃi keːr-aː．
バスを 降りて、 歩いて 帰ろう。

同時

dzaː neː ja dʒuːniN u-ti toːgura neː ja tʼaibeN du u-i-ru．
座敷には 十人 いて、台所には 二人しか いない。

tʃaku ja bi-tʃi kwattʃiː ka-daː-k-u-N．

客は 座って、ごちそうを 食べている。

ari ja ui-ti nit-toː-N．

彼は 酔って、寝ている。

pʼida neː gama nu a-ti iri neː ja paka nu a-i-N．

東には 洞窟が あって、西には お墓が ある。

到達形

meːnitʃi juː nu kur-i tʼaːna puha neː aʃib-u-N．

毎日 暗く なるまで、 外で 遊ぶ。

８ 条件形

原因理由形

dʒikaN nu a-i-hutu godʒi gaːdeː terebi mij-a jaː．
時間が あるから、五時まで テレビを 見ようね。

pʻani nu tʃiraba-toː-hutu nuː gara neː ʃij-a-ta-ru padʒi．
羽が 散らばっているから、何かに やられただろう

haːra nu utʃi-toː-hutu hadʒi tsuːha-ta-ru padʒi jaː．
瓦が 落ちているから、風が 強かったんだろうね。

ʃitaː-ʃi tʃi ijat-ta-hutu ʃigutu saN．

してくれと 言われたから、仕事を した。

条件形

isa nu t’aː-t’a-ru kusui num-i-ba noːr-uN doː．
医者の くれた 薬を 飲めば、治るよ。

um-i-ba hiː hara duːnaː ʃiː hiN nu miː ja utiː-N．

熟したら、木の 実は 自然に 落ちる。

仮定形／前提形

aN midʒi ja num-u-na．num-i-ba ja huN midʒi num-i．
あの 水は 飲むな。飲むなら、この 水を 飲め。
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譲歩形

ujadui nu tu-da-dʒi N tuiNkwa ja tub-aN．

親鳥が 飛んでも、小鳥は 飛ばない。

ujadui nu tu-dʒi N tuiNkwa ja tub-aN．

親鳥が 飛んでも、小鳥は 飛ばない。

９ 動詞の活用のタイプ

奥方言の動詞は、活用形の作り方によって分類すると、規則変化動詞と不規則変化動詞

に大きく分けることができる。語幹は、語幹末が子音の子音語幹と語幹末が母音の母音語

幹の二つに分けることができる。規則変化動詞は、語幹と語尾の作り方によって下位タイ

プに分けることができる。  

規則変化動詞

奥方言の規則変化動詞は、標準語の強変化動詞と弱変化動詞に対応する。子音語幹の活

用形をもつ標準語の強変化動詞は、促音や撥音で終わる音便語幹があるが、標準語の強変

化動詞に対応する奥方言の動詞も音便語幹をもっていたが、音便語幹末尾の子音が脱落し

て母音語幹になっていて、子音語幹の活用形と母音語幹の活用形ができている。  
母音語幹の活用形をもつ標準語の弱変化動詞に対応する奥方言の動詞は、勧誘形や命令

形の語幹および否定形の語幹が強変化（r 語幹）化した活用形に変化している。いっぽう、

過去形や中止形は強変化化しておらず、母音語幹の活用形のままであり、結果として、子

音語幹の活用形と母音語幹の活用形が共存する。 

子音語幹

子音語幹は、語幹末の子音の違いによって、ｓ語幹、ｔ語幹、ｇ語幹、ｍ語幹、ｎ語幹、

ｂ語幹、ｒ語幹の変種がある。なお、ｋ語幹には二つの下位の変種があり、ｒ語幹には七

つの下位の変種がある。g 語幹動詞、m 語幹動詞、n 語幹動詞、b 語幹動詞は、それぞれ

イ音便、撥音便が起きていた痕跡として語尾の頭子音に有声音化した d が現れ、k 語幹動

詞、s 語幹動詞もイ音便が起きていた痕跡として dʒ が現れる。

母音語幹

母音語幹は、語幹末が短母音のタイプと長母音のタイプ、長母音の途中に語幹と語尾の

境界のできるタイプの三つのタイプとがある。  

不規則変化動詞

huiN（来る）は、基本語幹１、基本語幹２、連用語幹、音便語幹１、音便語幹２のいず
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れの形も異なる、最も不規則な活用の型をしめす不規則変化動詞である。音便語幹１、音

便語幹２を規則動詞のそれと比べてみると、語幹と語尾が音融合して変化した結果、語幹

と語尾を分離できなくなっている。  
suN（する）は、過去形と中止形が不規則な活用形をつくる不規則変化動詞である。否

定形、勧誘形をつくる基本語幹１と第一命令形をつくる基本語幹２は強変化ｒ２型と同じ

だが、終止形の語尾が異なる。  
有情物の存在を表す u-iN（居る）は、強変化型の r 語幹動詞に似た活用をするが、連用

語幹 u-と音便語幹 ui-があり、ｒ語幹動詞がいずれも同形になるのと異なる。  
無情物の存在を表す aiN（有る）は、命令形や勧誘形等のムード形式、継続相や受身、

使役等のアスペクトやヴォイスのカテゴリーをもたない等、形容詞と共通の特徴を多くも

っている。命令形、勧誘形、否定形を欠いていることが不規則変化動詞として分類する理

由でもある。  
無情物の不存在を表す neːN（無い）も、命令形や勧誘形等のムード形式、継続相や受身、

使役等のアスペクトやヴォイスのカテゴリーをもたない等、形容詞と共通の特徴を多くも

っている。形容詞の語尾の haN をもたない等、形式上の特徴から動詞に分類される。また、

終結相の形式を作る語彙的な資源となる点は、第一継続相をつくる uiN（居る）、結果相を

つくる aiN（有る）と同じく存在動詞としての役割りを果たしており、動詞として分類さ

れるべきものである。  
有情物と無情物が数多く存在することを表す動詞の guNdoːN は、継続相の活用形しか

持たない動詞で、u-iN（居る）、aiN（有る）と同じく命令形や勧誘形等のムード形式、受

身、使役等のヴォイスやアスペクトのカテゴリーをもたず、それらの活用形がない。  
本稿で使用した方言資料には、国立国語研究所共同研究プロジェクト「日本の消滅危機

言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」（プロジェクトリーダー：木部暢子）に

よる調査研究の成果もふくまれる。  
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動詞活用のタイプ 

基本語幹１

否定形

基本語幹２

命令形

連用語幹

非過去形

音便語幹１

過去形

音便語幹２

中止形

規則変化動詞 

ｔ語幹 ～t- ～t- ～t- ～t-tʼ ～t-tʃ 
持つ mut-aN mutʼ-uN mut-tʼaN mut-tʃi 

ｓ語幹 ～h- ～s- ～s- ～-tʼ ～-tʃ 
出す idah-aN idaʃ-i idas-uN ida-taN ida-tʃi 

ｋ語幹１ ～k- ～k- ～k- ～-tʼ ～-tʃ 
歩く akkʼar-aɴ akk-i akk-uN at-taɴ at-tʃi 

ｋ語幹２ ～k- ～k- ～k- ～-d ～- dʒ 
行く ik-aN ik-i ik-uN i-daːN i-dʒi

ｇ語幹 ～g- ～g- ～g- ～-d ～- dʒ 
漕ぐ hug-aN hug-i hug-uN hu-daN hu-dʒi 

ｍ語幹 ～m- ～m- ～m- ～-d ～-dʒ 
飲む num-aN num-i num-uN nu-daN  nu-dʒi 

ｎ語幹 ～n- ～n- ～n- ～-d ～-dʒ 
死ぬ ʃin-aN ʃin-uN ʃi-daN ʃidʒi 

ｂ語幹 ～b- ～b- ～b- ～-d ～-dʒ 
遊ぶ aʃib-aN aʃib-i aʃib-uN aʃi-daN aʃi-dʒi 

ｒ語幹１ ～r- ～r- ～r- ～-t ～-t 
買う hoːr-aN hoːr-i hoːr-uN hoː-taN hoː-ti 

ｒ語幹２ ～r- ～r- ～- i ～-t ～-t 
掘る pur-aN pur-i pu-iN pu-taN pu-ti

ｒ語幹３ ～j- ～r- ～i- ～-t ～-t 
捨てる  hitʃij-aN hitʃi-N hitʃi-taN hitʃi-ti 

ｒ語幹４ ～j- ～r- ～i- ː ～-t ～-tʃ 
見る mij-aN mir-i miːN mi-taN mi-tʃi

ｒ語幹５ ～j- ～r- ～i-ː ～-tʃ ～-tʃ 
着る kij-aN kir-i kiːN ki-tʃaN ki-tʃi 

ｒ語幹６ ～-aN ～r- ～e-ː ～-t ～-t 
使う hikaN hikeːN hikaː-taN hikaː-ti 

ｒ語幹７ ～r- ～r- ～i- ～i-t ～-t 
居る ur-aN ur-i ui-N ui-taN u-ti
ある ―― ―― ai-N ai-taN a-ti
不規則変化動詞 

する ʃijaN ʃirijoː ʃiːja suN saN ʃiː 
来る  huraN huː huiN tʼaN tʃi 
無い ―― ―― neːN neːNtaN
多い ―― ―― guNdoːN guNdoːNtaN  
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